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▼
千
年
に
一
度
と
い
う
大
津
波
が

東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。
死
者
、
行

方
不
明
者
が
二
万
人
を
超
し
、
未
だ

に
大
き
な
余
震
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
、
地
震
保
険
を
特
集
し

た
た
め
、
工
法
シ
リ
ー
ズ
は
お
休
み

し
ま
し
た
。
鹿
児
島
の
新
燃
岳
の
噴

火
も
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
風
向
き
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
世
界
中
か
ら
関
心
を
集
め
、
東

電
の
原
発
事
故
の
処
理
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
技
術
力
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
危
機
を
乗
り
切
ら
な
い
と
、
日

本
に
対
す
る
評
価
は
低
下
し
て
し
ま

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
早
期
の
収
束
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
原
発
事
故
に
関
連
し
て
、ま
す
ま
す

太
陽
光
発
電
な

ど
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
が

脚
光
を
浴
び
て

く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い

ま
す
。
二
酸
化

炭
素
の
削
減
の
た

め
に
原
発
は
、
必

要
悪
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
原
発
に
、も

は
や
未
来
は
な
い
よ
う
で
す
。

▼
ど
ん
な
場
合
に
も
、
住
宅
の
高
性

能
化
は
急
務
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

松
下
孝
建
設
が
推
進
し
て
き
た
住
宅

の
高
性
能
化
は
、
当
た
り
前
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ

の
先
を
目
指
し
て
住
宅
を
進
化
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

時
代
に
も
、
性
能
が
古
く
な
ら
な
い

住
宅
、
松
下
孝
建
設
が
求
め
る
住
宅

性
能
は
未
来
を
見
越
し
て
い
ま
す
。

千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
津
波
に
よ
っ
て
東
北
の
港
町
は
壊
滅
し
ま
し
た
。

地
震
保
険
と
は
、

ど
ん
な
保
険
な
ん
だ
ろ
う
？

地
震
保
険
の
仕
組
み
は
、
国
が

保
障
に
大
き
く
係
わ
る
こ
と
。

加
入
す
る
特
別
な
条
件
な
ど
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

現
在
の
加
入
者
数
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

保
険
金
は
、
ど
の
程
度
支
払
う

の
で
し
ょ
う
？

財
務
省
が
発
表
し
て
い
る

地
震
保
険
の
概
要
に
つ
い
て
。

保
険
す
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

の
２
倍
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
「
保
険
料
が
割
高
」
と
の
声

も
あ
り
、
09
年
度
の
世
帯
加
入
率
は

23
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
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地
震
保
険
は
単
独
で
は
契
約
で
き

ま
せ
ん
。
火
災
保
険
と
セ
ッ
ト
で
し

か
加
入
で
き
な
い
仕
組
み
で
す
。

　

火
災
保
険
し
か
加
入
し
て
い
な
い

と
、
地
震
や
津
波
に
よ
る
損
害
は
補

償
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
現
在
は
、
火
災
保
険
し
か
加

な
い
巨
額
の
保
険
金
支
払
い
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
が
支
払
い
に
大
き
く

か
か
わ
る
形
で
、
地
震
災
害
専
門
の

保
険
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

総
額
で
最
大
５
・
５
兆
円
ま
で
支

払
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
震
の
被
害
規
模
が
大
き
く
な
る
に

つ
れ
て
、
保
険
会
社
の
支
払
い
よ
り

も
、
国
が
支
払
う
割
合
が
増
え
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
保

険
金
支
払
額
は
、
過
去
最
大
に
な
る

見
通
し
で
、
一
説
に
は
７
兆
円
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
電
の
保
障
を

含
め
る
と
、
保
険
会
社
が
全
て
潰
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
災
害
な
の
で
す
。

　

地
震
や
津
波
、
火
山
の
噴
火
が
原

因
で
、
住
宅
や
家
具
な
ど
が
壊
れ
た

り
、
流
失
・
焼
失
し
た
場
合
の
損
害

を
補
償
す
る
特
殊
な
保
険
が
地
震
保

険
で
す
。

　

新
燃
岳
や
桜
島
の
あ
る
鹿
児
島
で

は
お
な
じ
み
の
保
険
の
は
ず
で
す
が

加
入
者
は
意
外
と
少
な
い
の
が
現
状

で
す
。
地
震
保
険
の
補
償
額
に
は
上

限
が
あ
り
、
住
宅
は
５
０
０
０
万

円
、
家
財
は
１
０
０
０
万
円
。
住
宅

や
家
財
の
壊
れ
度
合
い
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
る
保
険
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

自
家
用
車
や
３
０
万
円
を
超
え
る

貴
金
属
・
宝
石
類
、
有
価
証
券
な
ど

は
原
則
、
補
償
の
対
象
外
に
な
り
ま

す
。
確
か
に
補
償
内
容
は
魅
力
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
し
て
い
な
く
て
も
、
地
震
保
険
に

加
入
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

謹
ん
で「
東
日
本
大
震
災
」に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

特特
集集
・・
地
震
保

地
震
保
険険
とと
はは
どど
んん
なな
保保
険険
なな
んん
だだ
ろろ
うう
？？

特
集
・
地
震
保
険
と
は
ど
ん
な
保
険
な
ん
だ
ろ
う
？

　

大
地
震
が
起
き
る
と
、
民
間
の
損

害
保
険
会
社
だ
け
で
は
負
担
し
き
れ

　

住
ん
で
い
る
地
域
や
住
宅
の
造
り

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
鉄
骨
造
り
で
１
０
０
０

万
円
ま
で
補
償
す
る
契
約
だ
と
、
鹿

児
島
で
は
年
間
５
０
０
０
円
、
木
造

で
１
０
０
０
０
円
と
全
国
的
に
見
て

も
最
低
ク
ラ
ス
で
す
。

　

今
回
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
県

は
非
木
造
が
６
５
０
０
円
、
木
造
が

１
２
７
０
０
円
と
大
地
震
が
起
き
る

危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
た
り
、
発
生

し
た
際
の
被
害
が
大
き
い
と
予
想
さ

れ
た
り
す
る
地
域
は
保
険
料
が
高
め

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
、
着
実
に
増
え
、
２
０
０
９

年
度
の
契
約
件
数
は
１
２
２
７
万
件

で
、
１
９
９
５
年
度
の
５
１
８
万
件

○
地
震
保
険
は
地
震
・
噴
火
ま
た
は

こ
れ
ら
に
よ
る
津
波
を
原
因
と
す
る

火
災
・
損
壊
・
埋
没
ま
た
は
流
失
に

よ
る
損
害
を
補
償
す
る
地
震
災
害
専

用
の
保
険
で
す
。

○
地
震
保
険
の
対
象
は
居
住
用
の
建

物
と
家
財
で
す
。

○
火
災
保
険
で
は
、
地
震
を
原
因
と

す
る
火
災
に
よ
る
損
害
や
、
地
震
に

よ
り
延
焼
・
拡
大
し
た
損
害
は
補
償

さ
れ
ま
せ
ん
。

○
地
震
保
険
は
、
火
災
保
険
に
付
帯

す
る
方
式
で
の
契
約
と
な
り
ま
す
の

で
、
火
災
保
険
へ
の
加
入
が
前
提
と

な
り
ま
す
。
地
震
保
険
は
火
災
保
険

と
セ
ッ
ト
で
ご
契
約
く
だ
さ
い
。　

　

す
で
に
火
災
保
険
を
契
約
さ
れ
て

い
る
方
は
、
契
約
期
間
の
中
途
か
ら

で
も
地
震
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

○
地
震
保
険
は
、
地
震
等
に
よ
る
被

災
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
民
間
保
険
会
社

が
負
う
地
震
保
険
責
任
の
一
定
額
以

上
の
巨
額
な
地
震
損
害
を
政
府
が
再

地
震
保
険
の
補
償
内
容

○
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
お
よ
び

家
財
（
生
活
用
動
産
）
。

   

以
下
の
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

   

工
場
、
事
務
所
専
用
の
建
物
な
ど

住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
建
物
、

１
個
ま
た
は
１
組
の
価
額
が
30
万
円

を
超
え
る
貴
金
属
・
宝
石
・
骨
と

う
、通
貨
、有
価
証
券（
小
切
手
、株

券
、商
品
券
等
）、預
貯
金
証
書
、印

紙
、切
手
、自
動
車
等
。

○
火
災
保
険
の
保
険
金
額
の
30
％
〜

50
％
の
範
囲
内
で
地
震
保
険
の
保
険

金
額
を
決
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、建
物
は
５
０
０
０
万
円
、家

財
は
１
０
０
０
万
円
が
限
度
で
す
。

保
険
金
の
支
払

○
地
震
保
険
で
は
、保
険
の
対
象
で

あ
る
建
物
ま
た
は
家
財
が
全
損
、半

損
、又
は
一
部
損
と
な
っ
た
と
き
に

保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

全
損
・
半
損
・
一
部
損
の
基
準

建物・家財

ご契約金額の100％
(時価が限度)

ご契約金額の50％ 
(時価の50％が限度)

ご契約金額の5％ 
(時価の5％が限度)

半 損

一部損

全 損 

　

損
害
金
額
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
建
物
と
家
財
に
付
い
て
、
全

損
・
半
損
・
一
部
損
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。
次
に
そ
の
基
準
を
示
し

ま
す
。
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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建　物　の　基　準　内　容

家  財  の  基　準　内　容

地震等により損害を受け、主要構造部(土台、柱、壁、屋
根等)の損害額が、時価の50％以上である損害、または焼
失もしくは流失した部分の床面積が、その建物の延床面積
の70％以上である損害

地震等により損害を受け、主要構造部(土台、柱、壁、屋
根等)の損害額が、時価の20％以上50％未満である損害、
または焼失もしくは流失した部分の床面積が、その建物の
延床面積の20％以上70％未満である損害

地震等により損害を受け、主要構造部(土台、柱、壁、屋根等)
の損害額が、時価の3％以上20％未満である損害、または
建物が床上浸水もしくは地盤面より45cmをこえる浸水を
受け損害が生じた場合で、全損・半損に至らないとき

地震等により損害を受け、損害額がその家財の
時価の80％以上である損害
地震等により損害を受け、損害額がその家財の
時価の30％以上80％未満である損害

■保険金額1,000万円あたり保険期間
　1年につき　（単位：円）
都道府県 非木造 木　造
北海道
青森県
岩手県
宮城県
福島県
栃木県
千葉県
埼玉県
東京都
静岡県
愛知県
三重県
大阪府
兵庫県
和歌山県
福岡県
熊本県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

　

地
震
保
険
の
割
引
制
度
と
し
て
、

「
建
築
年
割
引
」
と
「
耐
震
等
級
割

引
」
「
免
震
建
築
物
割
引
」
「
耐
震

診
断
割
引
」
の
４
種
類
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
建
築
年
ま
た
は
耐
震
性
能

に
よ
り
10
％
〜
30
％
の
割
引
が
適
用

さ
れ
ま
す
（
重
複
不
可
）
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
震

保
険
の
保
険
料
か
ら
、
長
期
の
割
引

料
な
ど
、
各
損
害
保
険
会
社
の
相
談

窓
口
、
ま
た
は
代
理
店
に
ご
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
左
表
の
よ
う
に
新
燃

岳
の
噴
火
が
あ
っ
て
も
、
比
較
的
に

耐
震
性
の
高
い
鹿
児
島
の
地
震
保
険

　

地
震
等
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
の

安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
民
間
保
険
会
社
が
負
う
地
震
保

険
責
任
を
政
府
が
再
保
険
し
、
再
保

険
料
の
受
入
れ
、
管
理
・
運
用
の
ほ

か
、
民
間
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い

巨
大
地
震
発
生
の
際
に
は
、
再
保
険

金
の
支
払
い
を
行
う
た
め
に
地
震
再

保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
区
分
経
理

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
未
曾
有
の
大
震
災

に
対
し
て
は
、
民
間
保
険
会
社
の
支

払
い
能
力
を
遙
か
に
超
え
て
し
ま
う

た
め
に
、
政
府
が
再
保
険
で
保
障
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
総
額
７
兆
円
に

も
及
ぶ
と
言
わ
れ
、
東
京
電
力
の
補

償
金
額
を
入
れ
る
と
中
小
国
の
国
家

予
算
を
遙
か
に
し
の
ぐ
大
災
害
で
す

か
ら
、
国
の
関
与
な
く
し
て
は
、
保

障
し
切
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
災
害
を
教

訓
に
し
て
是
非
、
地
震
保
険
の
加
入

を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

半 損

一部損

全 損 

半 損

一部損

全 損 

地震等により損害を受け、損害額がその家財の
時価の10％以上30％未満である損害

　

建
物
と
家
財
の
損
害
基
準
は
、
右

の
表
の
通
り
で
す
。
建
物
の
場
合
は
、

全
損
で
時
価
の
50
％
の
損
害
、
消
失

の
場
合
は
、
延
べ
床
面
積
の
70
％
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
財
の
場
合

は
、
全
損
で
時
価
の
80
％
以
上
が
全

損
と
認
定
さ
れ
ま
す
。
半
損
・
一
部

損
に
つ
い
て
も
記
載
内
容
の
通
り
で

す
が
、
保
険
金
を
支
払
わ
な
い
条
件

と
し
て
、
次
の
条
件
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
故
意
も
し
く
は
重
大
な
過
失
ま
た

　

は
法
令
違
反
に
よ
る
損
害

○
地
震
の
発
生
日
か
ら
10
日
以
上
経

　

過
後
に
生
じ
た
損
害

○
戦
争
、
内
乱
な
ど
に
よ
る
損
害

○
地
震
等
の
際
の
紛
失
・
盗
難
の
場

　

合
。

　

こ
の
様
に
地
震
の
際
の
紛
失
や
盗

難
の
場
合
に
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ

な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
津
波
な
ど
の
被
害
の
場
合

は
、
特
例
処
置
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

で
す
が
、
通
常
の
場
合
は
、
紛
失
や

盗
難
に
合
わ
な
い
よ
う
な
管
理
が
必

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

地
震
保
険
の
割
引
制
度

地
震
保
険
料
所
得
控
除
制
度

地
震
保
険
の
政
府
の
再
保
険

地
震
保
険
の
保
険
料

期
間
と
係
数

用
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
地
震
保
険
は
、
保
険
料
が
高

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
保
険
料

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

地
震
保
険
の
保
険
料
は
、
保
険
対

象
で
あ
る
建
物
お
よ
び
家
財
を
収
容

す
る
建
物
の
構
造
、
所
在
地
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
域
に
よ
っ
て
保
険
料
が

異
な
り
ま
す
。
特
に
今
後
大
地
震
が

予
測
さ
れ
て
被
害
が
出
そ
う
な
地
域

こ
そ
保
険
料
が
高
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
左
表
に
主
な
地
域
の
保
険
料
の

比
較
を
記
載
し
ま
す
。

　

長
期
契
約
（
２
年
〜

５
年
、
長
期
保
険
保
険

料
払
込
特
約
条
項
を
付

し
た
契
約
）
の
保
険
料

は
長
期
係
数
を
乗
じ
て

算
出
さ
れ
ま
す
。

期間
2年
3年
4年
5年

係数
1.90
2.75
3.60
4.45

保
険
期
間
は
短
期
で
、

１
年
お
よ
び
長
期
（
２

年
〜
５
年
）
で
す
。　

詳
し
く
は
、
各
損
害
保

険
会
社
の
相
談
窓
口
ま

た
は
、
代
理
店
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

の
保
険
料
は
全
国
最
低
ク
ラ
ス
で
す
。

　

た
だ
、
今
回
の
被
災
地
域
の
岩
手

県
や
福
島
・
栃
木
県
な
ど
も
、
同
じ

レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

地
震
保
険
の
重
要
性
は
理
解
で
き
る

事
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
地
震
も
、
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と
言
う

言
葉
通
り
に
、
お
よ
そ
百
年
の
周
期

で
津
波
を
伴
う
大
地
震
が
発
生
し
た

わ
け
で
す
が
、
過
去
の
津
波
と
は
比

較
に
出
来
な
い
ほ
ど
大
き
な
津
波
は
、

千
年
に
一
度
の
規
模
だ
っ
た
こ
と
も

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
、
桜
島
と
い
う
世
界

有
数
の
活
火
山
を
抱
え
、
こ
の
度
は

新
燃
岳
と
い
う
休
火
山
ま
で
も
が
活

発
な
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
桜

島
も
ま
た
、
お
よ
そ
百
年
前
に
は
、

　

　

平
成
19
年
１
月
よ
り
、
地
震
災
害

に
よ
る
損
失
へ
の
備
え
に
係
る
国
民

の
自
助
努
力
を
支
援
す
る
た
め
、
従

来
の
損
害
保
険
料
控
除
が
改
組
さ
れ
、

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
所
得
税
（
国

税
）
が
最
高
５
万
円
、
住
民
税
（
地

方
税
）
が
最
高
２
万
５
千
円
を
総
所

得
金
額
等
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

大
噴
火
を
起
こ
し
て
、
甚
大
な
被
害
を

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
活

発
化
し
て
い
る
桜
島
の
活
動
と
新
燃
岳

の
新
た
な
活
動
は
、
鹿
児
島
に
住
む

我
々
に
、
何
か
し
ら
得
体
の
知
れ
な
い

不
気
味
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
控
除
制
度
が
整
っ
て
も
、

ま
だ
ま
だ
地
震
保
険
へ
の
加
入
者
は

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
、
着
実
に
増
え
て
は
い
ま
す

が
、
２
０
０
９
年
度
の
契
約
件
数
は

１
２
２
７
万
件
で
、
１
９
９
５
年
度

の
５
１
８
万
件
の
２
倍
以
上
に
な
っ

て
は
い
る
も
の
の
「
保
険
料
が
割

高
」
と
の
声
も
あ
り
、
２
０
０
９
年

度
の
世
帯
加
入
率
は
23
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
加
入
率
は
、
宮
城
県
が
33
％
と
全

国
平
均
を
上
回
る
一
方
、
他
地
域
で

は
青
森
15
％
、
岩
手
12
％
、
福
島
14

％
な
ど
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

鹿
児
島
県
の
地
震
保
険
の
加
入
率

は
世
帯
加
入
率
で
み
る
と
20
．2
％
で

鹿
児
島
県
で
は
約
５
世
帯
に
１
世
帯

の
方
が
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
桜
島
や
新
燃
岳
の
活
発
化
を
考

え
れ
ば
、
せ
め
て
全
国
平
均
を
上
回

る
程
度
の
加
入
率
は
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

6 ,500
6 ,500
5 ,000
6 ,500
5 ,000
5 ,000
16,900
10 ,500
16 ,900
16 ,900
16 ,900
16 ,900
10 ,500
6 ,500
16 ,900
5 ,000
5 ,000
6 ,500
5 ,000
6 ,500

12 ,700
12 ,700
 10 ,000
12 ,700
10 ,000
10 ,000
30 ,6０0
18 ,800
31 ,300
31 ,300
30 ,600
30 ,600
18 ,800
12 ,700
30 ,600
10 ,000
10 ,000
12 ,700
10 ,000
12 ,700

建築年割引 対象建物が、昭和56年6月1日以降に新
築された建物である場合 10％

耐震等級割引

対象建物が、「住宅の品質確保の促進等に関す
る法律」に規定する日本住宅性能表示基準に
定められた耐震等級 (構造躯体の倒壊等防止) 
または国土交通省の定める「耐震診断による
耐震等級 (構造躯体の倒壊等防止) の評価指針」
に定められた耐震等級を有している場合

耐震等級1

耐震等級2

耐震等級3

10％

20％

30％

免震建築物割引 対象物件が、「住宅の品質確保の促進等に
関する法律」に基づく「免震建築物」であ
る場合

地方公共団体等による耐震診断または耐震
改修の結果、建築基準法（昭和56年6月1日
施行）における耐震基準を満たす場合

10％

30％

割 引 制 度 割 引 の 説 明 保険料の割引率

ご契約開始日が
平成13年10月1日以降（　　　　　　　）

ご契約開始日が
平成13年10月1日以降（　　　　　　　）

ご契約開始日が
平成19年10月1日以降（　　　　　　　）



こ
の
家
の
建
築
中
に
も
、
忙
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
節
目
節
目
に
駆
け

つ
け
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
建
築
中

か
ら
そ
の
都
度
、
こ
の
家
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
住
宅

が
完
成
す
る
の
か
気
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
夏
に
お
い
で
に
成
っ

た
と
き
も
涼
し
い
家
だ
と
満
足
し
て

頂
き
、
正
月
に
滞
在
し
て
い
た
だ
い

た
時
に
も
、
本
当
に
暖
か
い
と
満
足

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
の
両
親
は
近
く
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
『
昔
の
住
宅
と
は
全
然
違
う

ね
。
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
窓
が
大

き
く
て
明
る
い
の
が
気
に
入
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
吹
き
抜
け
が

あ
る
の
に
、
寒
く
な
い
の
に
感
心
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
杉
板
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
和

室
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
、
こ
の
リ
ビ
ン

グ
は
皆
さ
ん
に
素
敵
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
私
達
も
こ
の
和
室
が
と
て
も
気
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お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問

お
施
主
様 

Ｔ
邸
（ 

２
人
家
族
）【
建
設
地 

鹿
児
島
市
東
坂
元
】

こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
て
る
方

に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
?

オ
ー
ル
電
化
住
宅
に
し
て

経
費
的
に
は
ど
う
で
す
か
？

ご
主
人
は
ど
ん
な
感
想
を

お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
？

T
邸
は
、
桜
島
が
美
し
い
高
台
の
住
宅
地
に
あ
る
瀟
洒
な
住
宅
で
し
た
。

　

二
階
か
ら
桜
島
が
よ
く
見
え
る
Ｔ

邸
は
、
ご
主
人
と
奥
様
の
２
人
暮
ら

し
の
住
宅
で
す
。

　

一
昨
年
の
春
に
完
成
し
、
丸
二
年

を
迎
え
て
い
ま
す
。
二
度
の
冬
と
夏

を
経
験
さ
れ
た
奥
様
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

「
こ
の
住
宅
に
住
ん
で
み
て
感
じ

た
の
は
、
夏
も
冬
も
非
常
に
快
適
だ

と
い
う
事
で
す
。
以
前
の
住
宅
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
快
適
で
、
し

か
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
し
た
。
「
友

達
が
同
じ
松
下
孝
建
設
の
住
宅
に
住

ん
で
い
て
、
快
適
だ
と
い
う
事
は
認

識
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
自
分

で
住
ん
で
み
て
、
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

設
計
に
際
し
て
も
、
敷
地
を
う
ま

く
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
始
め
は
土

地
の
形
状
か
ら
諦
め
て
い
た
桜
島
の

景
観
が
素
晴
ら
し
い

住
宅
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
も
う

ま
く
目
隠
し
に
な
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面

で
も
満
足
で
き
る
住

宅
で
す
。
遠
く
の

山
々
も
素
晴
ら
し
い

借
景
に
な
っ
て
い
て
、

窓
も
大
き
く
、
風
通

し
の
良
い
配
置
を
し

て
頂
い
た
の
で
、

中
間
期
や
夏
の
暑
い

日
で
も
、
さ
わ
や
か

な
風
が
吹
き
抜
け
て
、

エ
ア
コ
ン
の
力
を
借

り
な
く
て
も
涼
し
い

環
境
で
暮
ら
す
事
が

出
来
て
い
ま
す
。
」

と
奥
様
。

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

素
人
に
は
性
能
の
事
が
判
り
に
く

い
の
で
す
が
、
光
熱
費
の
概
算
を
お

聞
き
に
な
る
と
、
そ
の
施
工
店
の
あ

る
程
度
の
技
術
力
が
判
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

松
下
孝
建
設
を
選
択
し
た
の
は
主

人
で
す
か
ら
、
主
人
の
選
択
眼
が
確

か
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

主
人
が
一
緒
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と

こ
の
家
の
良
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
も

ら
え
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
仕
事
で

不
在
だ
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

　

た
ま
た
ま
、
お
友
達
が
松
下
孝
建

設
の
住
宅
に
住
み
、
見
学
さ
せ
て
頂

き
お
話
を
聞
い
て
、
松
下
孝
建
設
に

お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
私
達
も
家

を
建
て
る
と
い
う
方
に
は
、
好
み
も

あ
り
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
私
達
は
こ
の
家
が
と
て

も
好
き
で
す
と
お
話
し
し
ま
す
。
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リビング

「
リ
ビ
ン
グ
の
エ
ア
コ
ン
一
台
で
、

夏
も
冬
も
十
分
大
丈
夫
で
し
た
。

　

新
年
に
は
、
主
人
の
両
親
も
一
緒

に
過
ご
し
た
り
、
お
客
様
も
多
か
っ

た
の
で
１
万
７
千
円
く
ら
い
に
な
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ル
電
化
で
、
こ
の
よ
う
な
金

額
で
す
か
ら
、
今
ま
で
の
住
宅
と
は

全
く
違
い
ま
す
。
こ
れ
で
も
光
熱
費

全
体
を
考
え
る
と
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

友
達
か
ら
も
光
熱
費
が
か
か
ら
な

い
と
聞
い
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
ん

な
に
差
が
あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
間
期
は
平
均
６
千
円
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
を
心
が
け
て
意
識
し

て
節
約
し
て
い
る
訳
で
は
な
い

の
で
、
冬
や
夏
に
は
、
多
少
多

く
な
り
２
万
円
近
く
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
均
す

る
と
１
万
円
〜
１
万
２
千
円
だ

と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
全
体
の
光
熱
費
で
す
か

ら
、
十
分
満
足
し
て
い
ま
す
が
、

他
で
は
、
も
っ
と
少
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
少

し
努
力
し
て
み
よ
う
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
」

　

ご
主
人
の
ご
両
親
や
奥
様
の

ご
両
親
の
感
想
も
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　

「
主
人
の
両
親
は
、
仕
事
の

関
係
で
県
外
に
出
て
い
ま
す
が
、

こ
の
家
の
事
は
、
と
て
も
ほ
め

て
く
れ
ま
す
。

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

松
下
孝
建
設
の
営
業
の
方
の
光
熱

費
が
現
在
の
半
分
に
な
る
と
い
う
話

を
信
じ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
設
計

や
施
工
を
担
当
し
て
頂
い
た
皆
様
に

も
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を
与
え
て
頂

い
た
事
に
も
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
」

「
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
住
宅
を
ご
覧

に
な
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

本
質
的
な
事
を
確
か
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
特
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で

見
か
け
も
重
要
で
す
が
、
光
熱
費
の

概
算
を
ど
の
程
度
に
設
定
し
て
い
る

の
か
し
っ
か
り
と
聞
い
て
み
る
事
も

「
主
人
も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
住
宅
の
中
が
明
る
い
事
と
、
仕

事
柄
、
帰
宅
が
不
規
則
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
と
は
異
な

り
エ
コ
・
キ
ュ
ー
ト
で
い
つ
で
も
入

浴
が
出
来
ま
す
し
、
そ
れ
に
真
冬
で

も
家
に
帰
る
と
暖
か
い
の
で
、
昔
は

寒
い
家
に
帰
る
の
が
お
っ
く
う
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
『
家
に
帰
る
の
が
楽

し
く
な
っ
た
』
と
寄
り
道
す
る
事
も

な
く
な
り
、
帰
宅
が
早
く
な
り
ま
し

た
。
住
宅
の
環
境
が
変
わ
る
と
、
生

活
ス
タ
イ
ル
も
変
わ
っ
て
く
る
よ
う

な
気
が
致
し
ま
す
。
主
人
も
同
じ
よ

う
に
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

奥
様
。

外観

和室



至 皇徳寺

至 星ヶ峯ニュータウン

松本引越
センター
　●

●
洋菓子工房
ヴァニラ

星ヶ峯みなみ台
入口交差点

南日本
新聞販売
星ヶ峯(営)

至 

五
ヶ
別
府
町

●

2011年（平成23年）4月28日（木曜日）（4）第0029号

□展示場見学ご希望の方は、お気軽に、右記フリーダイヤルにてご連絡下さい。また、住宅に関する資料等も是非、
　フリーダイヤルにてご請求下さい。資料等をお送り致します。 0120-079-089

この家で暮らして頂く方を求めています。
高性能展示場を特別価格で販売致します。

山田展示場
鹿児島県鹿児島市山田諏訪下5867-2

星ヶ峯展示場
鹿児島県鹿児島市星ヶ峯6丁目41-2

　お車などの足がなく、見学に来られないお客
様には、最寄り駅やご自宅までお迎えにあがり
ます。ご遠慮なくお電話下さい。

この展示場をご覧になったら、
是非、星ヶ峯展示場もご覧下さい。

つかさヘルスケア
ホスピタル
●

中山保育園

●
サンクス

ダイレックス●

上原クリニック●

木原動物病院●

TSUTAYA●
●

　お車などの足がなく、見学に来られない
お客様には、最寄り駅やご自宅までお迎え
にあがります。ご遠慮なくお電話下さい。

い
つ
で
も

ご
案
内
し
ま
す
。

本展示場は「ハウス・オブ・ザ・イヤー」構造体の
性能実証プランとして建築されました。

■簡単なパートナー契約で本展示場を売却致します。興味のある方は、展示場にてお問い合わせ下さい。

■簡単なパートナー契約で

　本展示場を売却致します。

　興味のある方は、

　展示場にて

　お問い合わせ下さい。

土・日・祝日オープン！土・日・祝日オープン！
■平日はフリーダイヤルでお申し込み下さい。
ご案内申し上げます。

※太陽光発電の設置も可能です。

※太陽光発電の設置も可能です。

一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

絶
対
に

お
買
い
得
で
す
！

特別賞・地域賞Ｗ受賞


